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内容： 
本書ではリスクはなぜ生じるのか．様々な事例から共通の原因を検証し，そしてリスクといかに共存す
るか，あるいはリスクをいかに低減できるかを食の安全性の視点から検証するものである． 

養賢堂の紹介ページ 
https://www.yokendo.com/books/9784842505589/ 

教員メッセージ 

私たちは、多くのリスクと共存して生活しています。 
本書では、毎日食べる食という視点から考えてみました。生活が豊かになり、利便性や簡便性が求めら
れ、いながらにして各国の料理が味わえます。食品の加工技術の進歩、各種添加物の使用がこれを可能
にしています。リスクは私たちが作り出しているのかもしれません。これまでの様々な事例をもとに食
が持つリスクを検証するとともに、リスクを持った食品がなぜ出回るか、リスクと共存するにはどのよ
うな方策があるのかまとめてみました。 
食品に関心を持つ皆さんの考える一助となっていただければ幸いです。 

目次 
序 
Ⅰ．リスクの定義 
Ⅱ．身近にある様々なリスク 
Ⅱ-1．食のリスク 
Ⅱ-2．環境のリスク 
Ⅱ-3．医療のリスク 

http://triton.lib.toyo.ac.jp/detail?bbid=U102296989
https://www.yokendo.com/books/9784842505589/


Ⅲ．リスクはどこから生まれたか 
Ⅲ-1．リスクを持った食品がなぜ出回るのか 
Ⅲ-2．環境汚染はなぜ起きたか 
Ⅲ-3．倫理観の欠如 
Ⅳ．リスクにどう対応するか 
Ⅳ-1．食の安全 
Ⅳ-2．環境汚染 
終わりに 
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関連リンク
グルテンフリー食品の開発（東洋大学学術情報リポジトリ） 
http://id.nii.ac.jp/1060/00009034/ 

食品のニオイ・鮮度の可視化（東洋大学学術情報リポジトリ） 
http://id.nii.ac.jp/1060/00009033/ 
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